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明治から大正期にかけて、
大阪の商店は宣伝広告媒
体として豪華な宣伝ビラ
である「引札」を配布した。
制作は印刷業者が引き受
け、デザインも印刷業者
内の画工が担当すること
が多かった。近代的デザ
インの職制確立以前の活
動と、当時の印刷水準の
高さをうかがい知ること
ができる。 

大阪市立中央図書館 蔵 

引札 [紋彦］
明治期   
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大阪市立中央図書

今竹七郎（1905～2000）

[明治チョコレート］　
昭和10年（1935）

神戸大丸や大阪の高島屋で活躍した今竹は、
戦前・戦後を通して活躍したデザイン界の
巨匠の一人である。百貨店をはじめ幅広い
分野で活躍したが、実作とともにデザイン
に関する発言も多く、後輩のデザイナーた
ちに与えた影響も大きかった。この作品は
新聞社主催の懸賞コンクールで1等を受賞し、
当時、その破格の懸賞金とともに話題になっ
たものである。 

戦前は大阪にも多くの化粧品会社が
存在し、現代と同様、積極的な宣伝
広告につとめていた。商品イメージ
が先行することの多い化粧品業界で
は、グラフィック・デザインは宣伝手
法として重要なものであった。この
ポスターは地色を斜めに二色に分け
て商品と商品名を強調するとともに、
効能を端的にアピールしている。 

[明色クリンシンクリーム］
昭和13年（1938）頃
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大阪市立近代美術館（仮称）建設準備室 蔵 

早川良雄（1917～）

[近鉄百貨店第七回秋の秀彩会］　
昭和26年（1951）

大阪市立工芸学校卒業後、百貨店の
宣伝部に勤務するも兵役によって本
格的なデザイナーデビューが遅れた
早川が、本格的に活躍するのは戦後
になってからであったが、1950年代
以降、日本のデザイン界をリードする
代表的なデザイナーのひとりとなった。
簡潔で大胆なイラストレーションと
親しみやすくモダンな感じのレタリ
ングが印象的なこの作品は、早川初
期の代表作である。 

大阪市立工芸学校 
第二次大戦前・後を通して大阪のデザイナー・
画家を多く輩出し、大阪のデザイン文化に
多大な貢献をした。現在も大阪市立工芸高
校の校舎として使われているこの建築は、
開校の翌年（1924年）、ドイツの総合デザイン・
建築学校であるバウハウスの初代校舎（在ワ
イマール）を意識して建設された。 
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大阪は観光・買い物の街でもあり、その
ためのガイドブックも数種類あったらし
い。心斎橋をはじめとするモダンな商店
街を中心に、消費に基づいた新しい都市
文化の形成に貢献した。それを飾るグラ
フィックも当然、消費者の好みを先取り
するモダンなものであった。 

早川源一（1906～1976）

[阪神電車］　
昭和13年（1938）

早川良
[近鉄百
昭和26

大阪市
宣伝部
格的な
早川が
になって
以降、日
代表的な
簡潔で
親しみ
ングが
期の代表都市化とともに郊外に延びる私

鉄路線は住宅地と並び観光地
開発にも力を注ぎ、そのための
宣伝活動を活発に行った。その
ため鉄道関連の宣伝物はデザ
イナーたちの主要な活躍の場の
ひとつとなった。この作品から
は、当時のデザイナーの力量が
いかに絵画的技量に基づいてい
たかを知ることができる。 

[ショップガイド
　　　　創刊号］
昭和13年（1938）
　

[ゲリゾン］
昭和13年
（1938）
　

製薬業は江戸時代以来、大
阪を代表する産業のひとつ
である。製薬業が近代化し
医師向けの医薬品と大衆向
けの医薬品に大きく分かれ
た後も、宣伝広告は営業戦
略上重要なものとして発展
した。この「ゲリゾン」も
簡潔に科学的イメージと商
品名を印象付けることに成
功している。 
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